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今月の表紙 【お箸を使って】
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ヘルシー愛ランド（健康）
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行事カレンダー
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月 日 、大崎幼稚園で、園児と小
学生がお米の脱穀作業を行いました。割
り箸を使い、稲 本ずつていねいに。皆
真剣なまなざしです。このお米は、園児
と大崎小学校 年生児童が共同で田植え
をし、 月に刈り入れたもの。年間を通
じて米作りを体験する交流事業の一環で、
今後はもみ穀取りをしたお米でおにぎり
を作って食べたり、残ったわらで正月用
のしめ縄づくりにチャレンジしたりする
予定です。

東
日
本
大
震
災
義
援
金

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

東
日
本
大
震
災
で
、
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
心
よ
り

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
一
日
も
早
く
復
興
し
て

い
く
こ
と
を
祈
念
し
て
お
り
ま
す

平
成

年

月

日
に
東
日
本
大
震
災
が
発
生
し

た
こ
と
を
受
け
、
大
崎
上
島
町
で
は
被
災
者
の
方
々

の
救
援
の
一
助
と
す
る
た
め
に
、
義
援
金
の
受
け
付

け
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、

月

日
を
も
ち
ま
し

て
受
け
付
け
を
終
了
し
ま
し
た
。
こ
の
間
、
多
く
の

個
人
・
団
体
の
皆
様
か
ら
心
温
ま
る
義
援
金
を
お
寄

せ
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

お
預
か
り
し
た
義
援
金
の
総
額
は

円

に
な
り
ま
し
た
。

義
援
金
は
大
崎
上
島
町
社
会
福
祉
協
議
会
を
通
じ
、

日
本
赤
十
字
社
へ
送
金
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、大
崎
上
島
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、平
成

年

月

日
ま
で
受
け
付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
町
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

基
礎
・
基
本

の
定
着
状
況
は

平
成

年

月

日
に
、広
島
県
内
の
小
学
校

年
生
、中
学
校

年
生
を
対
象
に
実

施
さ
れ
た

基
礎
基
本

定
着
状
況
調
査
の
結
果
を
公
表
し
ま
す
。
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櫂
伝
馬
に
乗
っ
て
み
よ
う

月

日

、
沖
浦
漁
港
に
て
櫂
伝
馬
の

体
験
乗
船
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。（
主
催

大
崎
上
島
町
地
域
協
議
会
）

島
の
伝
統
文
化
で
あ
る
櫂
伝
馬
を
多
く
の

人
に
体
験
し
て
も
ら
お
う
と
、
沖
浦
区
区
長

会
・
沖
浦
櫂
伝
馬
運
営
委
員
会
・
大
崎
上
島

子
ど
も
会
育
成
連
合
会
の
協
力
の
も
と
、
沖

浦
恵
美
須
神
社
秋
祭
り
に
合
わ
せ
て
行
わ
れ

た
も
の
で
す
。
当
日
は
櫂
伝
馬
に
乗
る
の
は

初
め
て
と
い
う
子
ど
も
達
が
多
く
訪
れ
て
お

り
ま
し
た
。

会
場
で
は
、
太
鼓
や
船
頭
の
体
験
も
あ
り
、

和
や
か
で
笑
顔
で
満
ち
た
乗
船
会
と
な
り
ま

し
た
。

中
浜
区
区
長
の
沖
原
安
満
さ
ん
は
、
遠

く
島
を
離
れ
た
人
達
か
ら
は
、
櫂
伝
馬
の

話
題
を
聞
く
と
故
郷
を
懐
か
し
く
思
い
出

す

と
聞
か
さ
れ
る
。
櫂
伝
馬
は
島
の
宝
と

し
て
伝
え
て
い
き
た
い
が
、
過
疎
化
で
漕
ぎ

手
が
減
っ
て
き
て
い
る
の
が
寂
し
い
。
今
ま

で
櫂
伝
馬
に
触
れ
る
機
会
が
無
か
っ
た
人
達

に
も
、
も
っ
と
気
軽
に
体
験
し
て
も
ら
い
た

い
。
と
話
し
て
い
ま
す
。

老
人
ク
ラ
ブ
の
新
し
い
一
歩

月

日

、
大
崎
上
島
文
化
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ル

神
峰

に
て
、
第
一
回
大
崎
上
島

町
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
が
、
行
わ
れ
ま
し
た
。

（
主
催

大
崎
上
島
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
）

当
日
は
、
長
期
に
わ
た
り
老
人
ク
ラ
ブ
活

動
に
貢
献
さ
れ
た
方
々
の
表
彰
式
と
、
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、
立
川
志
隆
さ
ん
に
よ

る

音
楽
と
落
語
の
宅
配
便

も
行
わ
れ
ま

し
た
。

表
彰
者
（
ア
イ
ウ
エ
オ
順
・
継
承
省
略
）

単
位
老
人
ク
ラ
ブ
会
長

年
以
上

正
田
公
治
（
瀬
井
区
）・
藤
井
安
正
（
矢
弓
）

藤
原
国
輝
（
外
表
）・
松
本
一
彦
（
山
尻
）

特
別
表
彰

磯
兼
虎
次
（
向
山
）・
畝
本

傅
（
原
田
）

杉
原
卓
雄
（
向
山
）・
松
浦
宏
守
（
明
石
）

松
本
早
巳
（
山
尻
）・
長
岡
英
三
（
大
西
）

道林玉喜老人クラブ連合会会長（前列左から 人目）と
今回の受賞者（欠席 松本早巳さん）

初めての太鼓を、嬉し恥ずかしそ
うに叩いていました。

月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
で
す
。

月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
で
す
。

今
月
は
、
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
で
す
。

保
護
者
な
ど
が
子
ど
も
の

し
つ
け

の

た
め
に
行
っ
て
い
て
も
、
そ
の
行
為
が
子
ど

も
に
と
っ
て
有
害
な
も
の
で
あ
れ
ば
虐
待

に
あ
た
り
ま
す
。

子
ど
も
へ
の

虐
待

や

虐
待
の
疑
い

に
つ
い
て
悩
ん
で
い
る
方
、
又
は
気
付
か
れ

た
方
は
、
相
談
・
通
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

連
絡
さ
れ
た
方
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

子
ど
も
の
虐
待
を
早
期
発
見
し
、
地
域
で

子
ど
も
の
笑
顔
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

児
童
虐
待
に
は
、

つ
の
タ
イ
プ
が
あ
り

ま
す
。

・
身
体
的
虐
待

・
心
理
的
虐
待

・
ネ
グ
レ
ク
ト
（
怠
慢
ま
た
は
拒
否
）

・
性
的
虐
待

虐
待
か
ど
う
か
は
、
保
護
者
の
意
図
で
は

な
く
、
子
ど
も
の
視
点
で
判
断
し
ま
す
。

《
相
談
機
関
》

・
役
場
福
祉
課

・
広
島
県
西
部
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー



月

日

、
町
内

会
場
で
、
町

民
運
動
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

志
同
じ
く
、
手
を
携
え
て

月

日

、
大
崎
上
島
町
公
衆
衛
生
推

進
協
議
会
と
、
福
山
市
公
衆
衛
生
推
進
協
議

会
（
西
部
ブ
ロ
ッ
ク
）
と
の
交
流
会
が
お
こ

な
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
中
国
電
力
大
崎
発
電
所
の
見
学

と
、
ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ
運
動
等
を
福

山
市
の
代
表
に
見
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

会
合
内
で
は
、
お
互
い
の
活
動
内
容
の
紹

介
と
、
今
後
の
運
動
の
あ
り
方
な
ど
の
意
見

交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

お
別
れ
前
に
垂
水
港
に
て
、
絆
を
深
め
た

記
念
に
写
真
撮
影
し
ま
し
た
。

弓
は
立
禅
。

歳
、範
士

中
川
善
雄
さ
ん
（
天
満

歳
）
が
、

全
日
本
弓
道
連
盟
よ
り
最
高
の
称
号
範
士

を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
中
川
さ
ん
は
大
正

年

歳
で
弓
道
を
始
め
て
以
来
、
自
ら
の
精

進
の
か
た
わ
ら
私
設
道
場
を
建
設
し
地
域
の

弓
道
振
興
に
努
め
る
ほ
か
、
備
三
地
区
の
学

生
弓
道
へ
の
支
援
、
全
国
大
会
や
海
外
で
の

指
導
な
ど
、
長
き
に
わ
た
る
数
々
の
貢
献
が

認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

歳
で
現
役

を
引
退
し
ま
し
た
が
、
最
高
齢
の
弓
道
家
と

し
て
も
全
国
に
そ
の
名
は
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

月

日

、
清
風
館
で
広
島
県
弓
道
連

盟
が
祝
賀
会
を
開
催
、
県
内
各
地
か
ら

人
余
り
の
弓
仲
間
が
集
い
ま
し
た
。

弓
道
の
師
で
あ
り
人
生
の
師
で
も
あ
る

中
川
先
生
が
範
士
に
。
こ
ん
な
に
う
れ
し
い

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
師
匠
の
口
癖
は
、
弓

は
立
禅
。
百
歳
過
ぎ
ま
で
現
役
で
、
弓
は
力

で
な
く
技
で
引
け
る
の
だ
と
身
を
以
て
教
え

て
く
れ
ま
し
た
。
今
で
も
た
ま
に
学
生
の
指

導
な
ど
で
道
場
に
入
る
と
、
背
筋
が
伸
び
、

眼
つ
き
が
変
わ
り
ま
す

と
一
番
弟
子
の
小

野
逸
也
さ
ん
は
話
し
て
い
ま
す
。

秋晴れの下、元気な声が響きわたる

弓仲間と共に。中川さん（中央）



大
崎
上
島
の
至
宝
展

大
望
月
邸
で
は
、
明
治
神
宮
外
苑
聖
徳
絵

画
館
に
あ
る
壁
画
を
模
写
し
た
絵
画
を
展
示

し
て
い
ま
す
。

明
治
天
皇
の
誕
生
か
ら
崩
御
ま
で
の
歴
史

的
場
面
を
、
日
本
を
代
表
す
る
画
家
が
描
い

た

葉
の
う
ち
、
今
回
は
大
崎
上
島
町
所
有

の

葉
で
す
。

こ
の
絵
画
た
ち
は
、
戦
前
に
全
国
に

部
配
布
さ
れ
た
物
の

部
、
中
野
村
に

あ
っ
た
芸
陽
実
科
高
等
女
学
校
に
送
ら
れ
、

戦
後
の
徴
収
を
逃
れ
た
も
の
で
、
明
治
神
宮

外
苑
に
も
、
な
ぜ
こ
の
島
に
送
ら
れ
た
の

か
は
資
料
が
残
っ
て
お
ら
ず
不
明
。
ほ
と
ん

ど
が
、
徴
収
や
、
行
方
不
明
に
な
っ
て
お
り
、

こ
れ
だ
け
揃
っ
て
残
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
無

く
、
た
い
へ
ん
珍
し
い

と
の
こ
と
。

こ
の
歴
史
的
に
も
、
美
術
的
に
も
大
変
貴

重
な
展
示
展
は
、
来
年

月

日
ま
で
開
催

し
て
い
ま
す
。

祝

達
成
！

と
は
、

歳
で

本
の
自
分

の
歯
を
残
そ
う
。
そ
し
て
年
を
と
っ
て
も
自

分
の
歯
で
満
足
の
い
く
食
生
活
を
送
ろ
う

と
い
う
生
活
の
質
の
向
上
を
目
指
し
た
健
康

づ
く
り
運
動
で
す
。

今
年
度
は
、
昭
和

年

月

日
生
ま
れ

昭
和

年

月

日
生
ま
れ
の

名

の
う
ち
、

名
の
方
に

本
以
上
の
歯
が
残
っ

て
い
ま
し
た
。
こ
の
方
た
ち
に
対
し
て
、

月

日

の
健
康
福
祉
ま
つ
り
の
中
で
表
彰

式
が
行
わ
れ
、
出
席
者
に
は
町
長
よ
り
表
彰

状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

達
成
の
皆
さ
ん
（
敬
称
省
略
）

梅
木
佐
津
美（
大
西
）・
小
川

敬
子（
大
西
）

先
田
ア
イ
子（
大
西
）・
谷
本

利
行（
東
原
下
）

富
田
サ
ヤ
コ（
本
郷
）・
平
下

富
子（
向
山
）

廣
川

信
枝（
片
浜
）・
藤
原

好
春（
中
央
）

松
浦

徳
枝（
脇
之
浦
）・
村
上

豊
子（
向
山
）

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
で
防
犯
意
識
向
上

月

日

、第

回
竹
原
警
察
所
管
内

安
全
推
進
女
性
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

が
、大
崎
小
学
校
体
育
館
で
、行
わ
れ
ま
し
た
。

地
域
防
犯
の
運
動
の
一
環
と
し
て
安
全
意

識
の
高
揚
を
目
的
に
開
催
し
て
お
り

安

全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

へ
の
実
現
に
向

け
て
の
協
力
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

熱
戦
を
制
し
た
の
は
、
木
江

チ
ー
ム

（
写
真
）
準
優
勝
が

木
江

チ
ー
ム

で

し
た
。

迷
子
の
お
知
ら
せ
で
す

月
末
頃
か
ら
、
大
崎
上
島
近
海
で
迷
子

に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る

頭
の
イ
ル
カ
の
目

撃
報
告
が
何
件
か
あ
り
ま
し
た
。

宮
島
水
族
館
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
マ
イ

ル
カ
科
の
ハ
セ
イ
ル
カ
も
し
く
は
、
バ
ン
ド

ウ
イ
ル
カ
と
の
こ
と
。
高
潮
の
時
に
黒
潮
に

乗
っ
て
瀬
戸
内
海
に
迷
い
込
ん
だ
の
か
ど
う

か
は
、
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
大
崎
上

島
沿
岸
で
は
イ
ル
カ
を
見
る
の
は
大
変
珍
し

い
こ
と
で
す
が
、
野
生
の
生
物
で
す
。も
し

見
か
け
て
も
、
刺
激
し
な
い
よ
う
に
そ
っ
と

見
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

月 日 、契島沖で
松原広次さん撮影

地域の見守り
ありがとうございます

月 日 、竹原警察署大崎上島庁
舎にて、竹下信子さん（ 歳）が、中国
管区警察局長及び、中国防犯連合会連
絡協議会会長の連名表彰を受けました。
平成 年に、大崎セーフティーレ
ディースを結成、会長として長年にわ
たり夜間パトロールや、防犯灯の点検
等の活動を評価され、今回の表彰とな
りました。

地域の見守り
ありがとうございます

月 日 、竹原警察署大崎上島庁
舎にて、竹下信子さん（ 歳）が、中国
管区警察局長及び、中国防犯連合会連
絡協議会会長の連名表彰を受けました。
平成 年に、大崎セーフティーレ
ディースを結成、会長として長年にわ
たり夜間パトロールや、防犯灯の点検
等の活動を評価され、今回の表彰とな
りました。

地域の見守り
ありがとうございます

月 日 、竹原警察署大崎上島庁
舎にて、竹下信子さん（ 歳）が、中国
管区警察局長及び、中国防犯連合会連
絡協議会会長の連名表彰を受けました。
平成 年に、大崎セーフティーレ
ディースを結成、会長として長年にわ
たり夜間パトロールや、防犯灯の点検
等の活動を評価され、今回の表彰とな
りました。

大崎上島庁舎の皆さんと共に、記念撮影。

高田幸典町長と出席者（左から谷本利行、平
下富子、廣川信技、村上豊子 敬称省略）、欠席
された方には後日、表彰状をお送りします。
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月 日 、大崎上島中学校との連携教育の一環とし
て、本校練習船広島丸及び桟橋周辺で 年生を対象に、
シーカヤック・カッター体験や水質観察などを盛り込ん
だ 海洋体験教室 を開催しました。
シーカヤック・カッター体験では，ライフジャケット
を身にまとった試乗体験や、 アマモ の生息観察を行
いました。また、海洋教室では、海水をサンプル採取し、
塩分濃度や透明度測定などの調査を通して、身近な環境
問題から地球規模の環境問題について考える授業を実施
しました。

情情
報報
ププ
ララ
ザザ
・・
エエ
ルル

改装工事のため、休館日が
変更になる事があります。

日 月 火 水 木 金 土

開館時間

日 月 火 水 木 金 土上機嫌の才能 田辺 聖子

黄金夢幻城殺人事件 芦辺 拓

百歳 柴田 トヨ

ヒポクラテスのため息 福田 和代

笑い三年、泣き三月 木内 昇

職業は武装解除 瀬谷ルミ子

ピエタ 大島真寿美

マスカレード・ホテル 東野 圭吾

休休

マナー講習会 （ 月 日）
新祖美智恵先生をお招きし、社会人として望ましい接
遇・マナーの在り方について学びました。今年度は 回
に分けての実施です。挨
拶や身だしなみ、面接練
習など実践的な内容を指
導していただきました。
年生は進学や就職の試
験を控えた生徒が多く、
進路に向けて大いに役立
つものとなりました。

芸術鑑賞会 （ 月 日）
大崎上島文化センター ホール神峰 にて、大崎上島

中学校と合同で芸術鑑賞会を実施、 ヒダノ修一 太
鼓マスターズ の演奏を聞きました。
和太鼓による生演奏の迫力、世界で活躍される音楽家
の演奏を肌で感じることができました。

進路別ガイダンス （ 月 日）
第 学年・第 学年を対象とした進路別ガイダンスを

実施しました。今年度は大学、短期大学、専門学校あわ
せて 校に参加してもらいました。生徒は一人一人の進
路希望に合わせて 講
座ずつ選択し、専門的
な立場からの説明を聞
くことができました。
自らの進路を考える良
い機会となり、情報を
主体的に獲得しようと
する姿も見られました。

学校外の先生からも学ぶ

つくしの会
絵本のよみかたり

エプロンシアター
なぞなぞ
ぱんやさん 他

大崎上島中学校と 海洋体験教室 を共催

商船学科卒業式・専攻科修了式を挙行
月 日 に商船学科の卒業式及び専攻科海事システ

ム工学専攻の修了式を挙行しました。保護者並びに来賓
の方々と在校生に見守られて、凛々しく成長した 名の
青年達が本校を巣立って行きました。

お 礼
月 日・ 日に開催しました商船祭には多数のご来

場ありがとうございました。（商船祭実行委員会一同）



今月は大崎小学校今月は大崎小学校

平
成

年
度
【
第

回
定
例
会
議
】

月

日

議
題

日
程
第

報
告

町
議
会

月
定
例
会
に
お
け
る
教

育
委
員
会
関
係
一
般
質
問
に
つ
い

て日
程
第

報
告

平
成

年
度
大
崎
上
島
町
文
化
祭

に
つ
い
て

そ
の
他

広
島
県
市
町
教
育
委
員
会
教
育

委
員
研
修
会
に
つ
い
て

懸
案
事
項
に
つ
い
て

学
校
訪
問

月

日

木
江
小
学
校

月

日

大
崎
小
学
校

月

日

東
野
小
学
校

広
島
県
市
町
教
育
委
員
会

教
育
委
員
研
修
会

月

日

（
広
島
市
中
区

ホ
テ
ル
八
丁
堀
シ
ャ
ン
テ
）

大崎小学校は本年度 自ら学び 心豊で たくましい子どもの育成 を学校教育目標として
多様な教育実践を進めております。
その取り組みの一つとして、子どもたちの感性を育み、表現力を高めるために 書写 にも重点を置いて取り組ん
でいます。 書写 は毛筆を使用して自分の文字を表現していきます。どの学年も熱心に筆を運び，自分の文字をの
びのびと表現できています。

年生では、 内外の文字の組み方 を学習しています。
もんがまえ は左よりもみじの部分を縦長に書きます。

全ての子ども達が学習内容を意識して書いています。

大崎小学校にお越しの際は是非子どもたちの作品をご覧ください。

年生では、筆順と画の長短 を学習しています。左
は横画を短く、 右 は横画を長く書きます。実は左の
横画は指で払いが腕を表しているので、横画は短いので
す。反対に右の横画は腕を表し、はらいは指を表します
ので横画は長いのです。そして筆順は短い方（指）から
書きます。
全ての子ども達が画の長短を意識して書いています。

感性と表現力を高めるために

年生では、 文字の大小 を学習しています。漢字
とかなの混じった言葉の時は、漢字を大きく書き、かな
を少し小さめに書きます。全ての子どもが文字の大小を
意識して書いています。
書写の他にも、大崎小学校では図画工作作品・五七五
作りなど、感性と表現力を高める取組を継続しています。



森
に
囲
ま
れ
た
そ
の
一
画
に
は
、
教
会
や

寺
院
、
神
社
が
あ
り
、
小
さ
な
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
や
レ
ス
ト
ラ
ン
も
あ
る
。
床
屋

や
図
書
館
、
郵
便
局
や
浴
場
も
あ
る
。
し
か

し
、
そ
れ
ら
の
施
設
を
利
用
す
る
の
は
そ
の

一
画
に
住
む
人
た
ち
だ
け
だ
。
緑
の
外
側
に

住
む
人
が
利
用
す
る
こ
と
は
な
い
。
そ
こ
は

ハ
ン
セ
ン
病
の
療
養
所
、
多
磨
全
生
園
で
あ

る
。
僕
は
七
年
前
に
清
瀬
市
に
引
っ
越
し
て

き
た
。
夏
の
あ
る
日
、
昆
虫
が
大
好
き
な
僕

は
、
何
気
な
く
そ
の
森
の
中
に
入
っ
て
行
っ

た
。
そ
し
て
、
歩
き
回
っ
て
い
る
う
ち
に
、

そ
の
場
所
が
一
つ
の

町

で
あ
る
こ
と
に

気
付
い
た
。

毎
日
、
セ
ミ
や
カ
マ
キ
リ
や
ナ
ナ
フ
シ
を

探
し
な
が
ら
、
ど
う
し
て
こ
ん
な
所
が
あ
る

の
だ
ろ
う
と
思
っ
た
。
僕
が
一
番
不
思
議
に

思
っ
た
の
は
古
い
木
造
の
小
学
校
だ
。
い
つ

も
誰
も
い
な
い
校
舎
と
小
さ
な
運
動
場
。
近

く
に
小
学
校
が
あ
る
の
に
ど
う
し
て
こ
ん
な

所
に
小
学
校
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。
小
学
一
年

生
の
僕
は
と
て
も
不
思
議
に
思
っ
た
。
夏
に

地
域
交
流
を
目
的
と
し
た
盆
踊
り
と
花
火
大

会
が
行
わ
れ
る
。
い
つ
も
は
人
の
い
な
い
小

学
校
跡
は
多
く
の
人
で
あ
ふ
れ
か
え
り
、
普

段
は
見
か
け
な
い
重
い
後
遺
症
の
老
人
た
ち

も
こ
の
日
は
外
に
出
て
盆
踊
り
を
楽
し
む
。

初
め
て
参
加
し
た
と
き
は
言
葉
が
出
な
か
っ

ハ
ン
セ
ン
病
に
つ
い
て
考
え
た
こ
と

埼
玉
県
・
学
校
法
人
立
教
学
院
立
教
新
座
中
学
校

一
年

久
米
く

め

一
輝
か
ず
き

た
。
正
直
、
怖
い

と
思
っ
た
。

夏
が
来
る
た
び
に
、
僕
は
盆
踊
り
大
会
に

参
加
し
た
。
低
学
年
か
ら
高
学
年
へ
と
進
む

に
つ
れ
て
少
し
ず
つ
ハ
ン
セ
ン
病
の
こ
と
が

分
か
っ
て
き
た
。

六
年
生
の
と
き
に
社
会
科
見
学
で
全
生
園

の
元
患
者
を
訪
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
だ
が
、

僕
は
都
合
で
参
加
で
き
な
か
っ
た
。
僕
は
そ

れ
を
ず
っ
と
悔
や
ん
で
い
る
。
今
年
の
夏
、

僕
は
ハ
ン
セ
ン
病
資
料
館
に
出
か
け
た
。
見

学
者
は
僕
一
人
で
、
と
て
も
緊
張
し
た
。
な

る
べ
く
音
を
立
て
な
い
よ
う
に
パ
ネ
ル
を
見

て
回
っ
た
。

強
制
隔
離
の
現
実
に
と
て
も
驚
い
た
。
狭

い
部
屋
に
押
し
込
め
ら
れ
、
症
状
の
軽
い
患

者
が
重
症
の
患
者
の
世
話
を
し
た
と
い
う
。

子
供
を
持
つ
権
利
や
生
ま
れ
る
赤
ん
坊
の
命

ま
で
奪
わ
れ
て
い
た
。
逃
げ
出
し
た
り
反
抗

的
な
患
者
は

不
良
患
者

と
呼
ば
れ
、
窓

の
小
さ
な
暗
い
監
房
に
閉
じ
込
め
ら
れ
た
。

医
学
が
進
歩
し
療
養
所
も
徐
々
に
改
善
さ

れ
て
い
っ
た
が
、
強
制
隔
離
を
命
じ
る

ら

い
予
防
法

が
廃
止
さ
れ
た
の
は
一
九
九
六

年
だ
と
い
う
。
隔
離
が
始
ま
っ
た
一
九

八

年
か
ら
約
九

年
も
経
っ
て
い
た
。
僕
が
生

ま
れ
る
ほ
ん
の
一
年
前
の
こ
と
で
あ
る
。
特

効
薬
が
開
発
さ
れ
、
本
格
的
な
治
療
が
始

ま
っ
た
の
は
昭
和
二
十
二
年
で
あ
る
。
現
実

に
合
わ
な
い
法
律
を
廃
止
す
る
の
に
ど
う
し

て
そ
ん
な
に
時
間
が
か
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

資
料
を
も
ら
っ
て
ハ
ン
セ
ン
病
資
料
館
を
後

に
し
た
。
家
を
出
る
と
き
は
、
帰
り
に
虫
の

観
察
を
す
る
つ
も
り
だ
っ
た
が
、
と
て
も
そ

ん
な
気
に
は
な
れ
な
か
っ
た
。
い
つ
も
セ
ミ

が
集
ま
る
桜
の
木
に
は
目
も
く
れ
ず
に
早
足

で
家
に
帰
っ
た
。

資
料
の
中
で
一
番
心
が
痛
ん
だ
の
は
、
療

養
所
の
子
供
た
ち
の
こ
と
だ
。
療
養
所
に
入

所
し
た
の
は
ハ
ン
セ
ン
病
を
発
症
し
た
子
ど

も
た
ち
だ
け
で
は
な
い
。
親
が
発
症
し
た
た

め
に
入
所
す
る
子
ど
も
た
ち
も
い
た
。
当
時

は
ハ
ン
セ
ン
病
は
遺
伝
病
だ
と
さ
れ
て
い
た

か
ら
だ
。
親
か
ら
無
理
や
り
引
き
離
さ
れ
た

子
ど
も
た
ち
は

す
ぐ
に
帰
れ
る
か
ら

と

い
う
言
葉
を
信
じ
て
い
た
と
い
う
。
し
か
し

一
生
療
養
所
を
出
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

人
が
多
か
っ
た
と
い
う
。
社
会
的
な
差
別
が

ひ
ど
か
っ
た
か
ら
だ
と
資
料
に
書
か
れ
て
い

た
が
、
僕
に
は
実
感
が
わ
か
な
か
っ
た
の
で
、

も
う
少
し
調
べ
て
み
る
こ
と
に
し
た
。

図
書
館
で

ハ
ン
セ
ン
病
を
生
き
て
（
伊

波
敏
男
著
）
と
い
う
本
を
見
つ
け
た
。
少
し

難
し
か
っ
た
が
、
差
別
の
現
実
が
僕
に
も
わ

か
る
部
分
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
元
患
者
た

ち
に
対
し
て
書
か
れ
た
匿
名
の
ひ
ど
い
手
紙

で
あ
る
。
長
年
、
隔
離
さ
れ
て
苦
し
ん
で
き

た
人
た
ち
を
さ
ら
に
傷
つ
け
る
言
葉
が
並
ん

で
い
た
。
悲
し
く
暗
い
気
持
ち
に
な
っ
た
。

日
本
は
経
済
大
国
と
し
て
世
界
の
注
目
を

浴
び
て
い
る
。
だ
が
、
人
権
意
識
の
面
で
は

ど
う
だ
ろ
う
。
ら
い
予
防
法

を
二

世

紀
の
末
ま
で
廃
止
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
ど

う
考
え
た
ら
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
明
治
時
代

に
隔
離
が
始
ま
っ
た
と
き
、
そ
れ
は
外
国
に

対
す
る
体
面
を
保
つ
た
め
だ
っ
た
と
い
う
。

病
気
の
人
を
治
療
す
る
の
で
は
な
く
隠
す

の
が
目
的
だ
っ
た
の
だ
。
い
ま
だ
に
差
別
意

識
を
持
つ
人
が
い
る
の
は
、
社
会
が
そ
う
し

た
過
去
に
対
す
る
反
省
を
し
て
い
な
い
か
ら

だ
と
思
う
。

僕
が
不
思
議
に
思
っ
た
小
学
校
は
す
で
に

取
り
壊
さ
れ
て
、
今
で
は
小
さ
な
石
碑
だ
け

が
残
っ
て
い
る
。
老
朽
化
が
ひ
ど
く
、
残
し

て
お
く
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
か
ら
だ
と

い
う
。
全
生
園
の
古
い
建
物
は
ど
ん
ど
ん
取

り
壊
さ
れ
て
い
く
。
石
碑
だ
け
で
は
あ
の
不

思
議
さ
が
伝
わ
ら
な
い
の
が
と
て
も
残
念
だ
。

財
団
法
人

人
権
教
育
啓
発
推
進
セ
ン
タ
ー

ア
イ
ユ
よ
り

青
少
年
を
は
ぐ
く
む

市
民
活
動
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

対
象
は
、青
少
年
の
健
全
な
育
成
の
た

め
の
、民
間
の
非
営
利
活
動
で
、自
然
と
の

ふ
れ
あ
い
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
、地
域
連

帯
、エ
コ
、国
際
交
流
協
力
、科
学
体
験

も
の
づ
く
り
の
各
場
面
で
の
活
動
で
す
。

支
援
期
間

平
成

年

月

日
か
ら

年
間

支
援
金
額

件
あ
た
り

万
円

（
支
給
総
額

万
円
）

応
募
方
法

電
子
申
請
か
郵
送
申
請

応
募
期
限

平
成

年

月

日

必
着

決
定
と
通
知

平
成

年

月
下
旬

問
マ
ツ
ダ
株
式
会
社
内

公
益
財
団
法
人
マ
ツ
ダ
財
団
事
務
局

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

問



私は日本に来る前の 年半アメリカのアリゾナ州で音
楽の教師をしていましたが、教えるのに加えて私は演奏
もしていました。ロックバンドでギターを弾いたり、ジャ
ズバンドでトロンボーンを吹いたりして、大崎上島に来
る前にこの島で演奏する機会があるかなと少し心配して
いましたが、着いてからいろいろなグループがあるのを
知りました！ 月から私は大崎上島のブラスバンドに
入ってトロンボーンを吹いています。 月の運動会でブ
ラスバンドのメンバーとして演奏して、とても楽しかっ
たです！また 月から大崎なぎ太鼓にも参加していま
す！太鼓グループのメンバーが皆優しくて、私に辛抱強
く教えて下さっているので習うのはとてもいい経験です。
腕や肩だけではなく、足も使わなければならないので全
身にとてもいい運動です！音楽は私の一番好きな趣味な
ので大崎上島にたくさんの素晴らしい演奏の機会があっ
て嬉しいです。

アヤコは ヶ月前ぐらい大崎上島に着きました。彼女
の両親は鳥取県の米子市に住んでいて、大崎上島からあ
まり遠くないので今まで彼女のお父さんやお母さんに
回会えました。 月 日から 日までアヤコのお父さん
とお母さんと弟は大崎上島に遊びに来て、その前 月に
は私達は米子市に彼らに会いに行きました。米子への旅
行で久しぶりにお父さんやお母さんに会えたのでとても
楽しかったです。また私が前に住んでいた島根県の松江
市にも行けたので私にとって特別な旅行でした。松江で
日本語の先生やたくさんの友達に会えて、そして私の一
番好きな場所にも行きました。
松江の宍道湖で嫁ヶ島の前の
岸辺から美しい夕日を見て、
とても懐かしかったです。私
の松江での仕事場は宍道湖の
近くにあったので毎日昼休み
に湖に行って嫁ヶ島の向かい
側で昼ご飯を食べることにし
ていました。私は今まで日本
をたくさん旅行したことがあ
るのですが、今も日本で一番
松江の宍道湖が好きです。
今月から私は 英語にチャレンジ の記事の英語だけ
ではなく、日本語の記事も書きます。通訳の仕事にも興
味があるので練習するためにこの記事を自分で翻訳して
みたいと思います。今までの 英語にチャレンジ の記
事は他の人がすごく上手に翻訳されていたので、以前の
ものと比べると私が翻訳したのは質が悪くなるかもしれ
ませんが、私は一生懸命頑張るのでぜひこれからも読ん
でみてください！どうぞよろしくお願いします！

パトリック・マーフィー

今月から日本語にチャレンジします！今月から日本語にチャレンジします！
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と
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目
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で
す
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よく分かり、
とても助か
ります

路線バス おと姫バス

主な
役割

町民生活に必要な移動
を支援、またスクール
バス（中学校）の役割
も担う。

路線バスの利用が困難な 交
通空白の地域 に居住される
町民の日常生活を支援。

運営
主体

民間のバス事業者
（さんようバス ）

大崎上島町（さんようバス
へ運行を委託）

運行
ルート

島内の沿岸部を周回す
るルート。

路線バスが走行しない集落
等を回るルート（平日と土
日祝で異なる）。

運行
曜日

月 土曜日（祝日は休
み） 土曜日は 便

毎日運行

運賃
距離に応じて変化（

円）
両替機あり

大人 円（おと姫バスとの
乗継ぎは 円） 両替でき
ない

バス
車両

運行台数 台 日
乗車定員
・ 人乗、 人乗
降車ボタン あり

運行台数 台 日
乗車定員
・ 人乗、 人乗
降車ボタン なし

バス
停留所

設置数
箇所

フリー乗降できます
（古江 盛谷 原下除く）

設置数
箇所

フリー乗降できます

両替機あり

運行台数 台 日
乗車定員
・ 人乗、 人乗
降車ボタン あり

設置数
箇所

フリー乗降できます
（古江 盛谷 原下除く）

ない

運行台数 台 日
乗車定員
・ 人乗、 人乗
降車ボタン なし

設置数
箇所

フリー乗降できます

路線バス おと姫バス

町民生活に必要な移動
を支援、またスクール
バス（中学校）の役割
も担う。

路線バスの利用が困難な 交
通空白の地域 に居住される
町民の日常生活を支援。

民間のバス事業者
（さんようバス ）

大崎上島町（さんようバス
へ運行を委託）

島内の沿岸部を周回す
るルート。

路線バスが走行しない集落
等を回るルート（平日と土
日祝で異なる）。

月 土曜日（祝日は休
み） 土曜日は 便

毎日運行

距離に応じて変化（
円）

両替機あり

大人 円（おと姫バスとの
乗継ぎは 円） 両替でき
ない

島
の
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ス
を
ご
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し
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す
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課
）
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て
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と
…



アフガニスタン通貨の買い取り話に注意！アフガニスタン通貨の買い取り話に注意！

日本一“安全・安心な大崎上島町の実現”

竹原警察署大崎上島分庁舎からのお知らせ竹原警察署大崎上島分庁舎からのお知らせ

【事例】
知らない 社から う
ちは外国の不動産を取引し
ているので、外国通貨を必
要としている。あなたのと
ころに 社から外国通貨
の案内が届くと思うので、
あなた名義で購入してくれ
れば、 割お礼をする。
と言われました。後日、外国通貨の書類が届いたので、送っ
てきた 社に電話すると、 口 万円で、あと残りが
口しかない。 と言われました。 社に連絡すると、 来月
日にお金を持っていくので、全部買って欲しい。 と言われ、
社に 全部買い取りたい。お金は来月 日に支払う。 と

言うと、 他にも購入希望者がいるので、一部でもお金を入
金してもらいたい。 と言われました。仕方なく月末に 口
分 万円を振り込みました。後日、アフガニスタン通貨は
口分届きましたが、その後 社とは連絡が取れなくなり、
お金ももらっていません。警察に相談したら、消費生活相談
窓口にも相談するように言われました。どうすればよいで
しょうか。（ 歳代、女性）

竹原市役所 階消費生活相談室 大崎上島町役場 総務課（本庁）

月 金曜日 奇数月の第 金曜日

消
費
生
活
情
報

消
費
生
活
情
報

問 竹原警察署 大崎上島分庁舎問 竹原警察署 大崎上島分庁舎問

消費生活相談窓口消費生活相談窓口

平成 年 月現在、全国の警察から指名手配されて
いる被疑者は、約 人に上っています。
これらの者は、殺人、強盗等の凶悪事件の被疑者を
始め、窃盗事件、オレオレ詐欺事件等の被疑者が手配
されており、再び犯行を行うおそれがあります。
警察では、特に重大な犯罪の被疑者を選定した上で、
月中に全国警察の総力を挙げて追跡捜査を行うこと
とし、これら被疑者の早期検挙に取り組んでいるとこ
ろです。
この指名手配被疑者の発見に向けた捜査活動には、
国民の皆さんの御協力が是非とも必要です。

木江交番・駐在所・役場・フェリー乗り場など
に指名手配犯のポスターが掲示されています。
どんな些細な情報でも構いませんので捜査に御
協力下さい。

自転車の鍵はツーロックしてますか？
自転車から離れるときは必ず鍵をかけましょう。
鍵はワイヤー錠と一緒にツーロックをしましょう。
ワイヤー錠はホームセンター等で販売されております。
ツーロックをして盗難被害を防ぎましょう。

自転車の鍵はツーロックしてますか？
自転車から離れるときは必ず鍵をかけましょう。
鍵はワイヤー錠と一緒にツーロックをしましょう。
ワイヤー錠はホームセンター等で販売されております。
ツーロックをして盗難被害を防ぎましょう。

防犯ワンポイントアドバイス

【アドバイス】
詐欺まがいの商法の可能性があるので、
警察に被害届を出し、もうお金は残ってい
ないかもしれないが、銀行に相手口座の凍
結依頼を連絡するように伝えました。その
上で、販売業者に書面で解約、返金の申し
出をしておくように助言しました。過去に
イラクやスーダンの通貨の事例もありまし
たが、最近はアフガニスタン通貨に関する
相談が寄せられています。アフガニスタン
通貨は日本の銀行では取扱いがないため、
国内では換金が困難です。勧誘のときには
通貨を買うことで貨幣価値が上がり、ア
フガニスタン復興の支援になる 資源豊
富な国で、政情も安定してきたので必ず価
値が上がる などのセールストークが使わ
れます。 買い取る という業者が連絡し
てきますが、実行されたケースは一件も確
認されていません。不審な電話があったら、
消費生活相談窓口に相談してください。



らんどは大崎上島町の委託障害者相談支援事業です。
障がいのある方だけでなく、生活のしづらさを抱えて
いる方、ご家族や地域の方からの相談にも応じています。

らんどでは、自立生活のお手伝いとして、料理教
室を開催しています。
料理教室第 弾は、簡単ビッグオムレツとカボチャサ

ラダです。自分でデコレーションするミニケーキも作り
ます。料理が苦手な人 作ったことのない人も大歓迎です。
・障害者手帳のある・なしは問いません。どなたでも、
お気軽に参加してください。
・調理を手伝ってくださるボランティアさんも募集中。

日 時 月 日
場 所 ふれあい工房内 調理室・食堂

大崎上島町大串 （大崎美浜荘隣り）
費 用 会費として 円
申込方法 月 日 までに、 らんどに連絡して

ください。電話・ ・ でも可。

サポートファイル書き方勉強会開催中

サポートファイルって何？ 持っているけど、書
いてない… 一人で書くのは難しい… という方

一緒にサポートファイルを書いてみませんか。

役場福祉課や らんどの職員と一緒に、ご自分やご
家族のサポートファイルを作っていきましょう。

【第 回】
日 時 月 日
場 所 ふれあい工房（大串 ）美浜荘隣り
【第 回】
日 時 月 日
場 所 開発総合センター

相 談 先
大崎上島町生活サポートセンター
らんど（担当 西田・底押）

＠
電話は転送する場合があります。そのままお待ちくだ
さい。
相談方法 電話相談・来所相談・訪問相談
相談時間 月 金曜日

相談は無料で、秘密は固く守られます。

高齢者の 食べられない 理由には、病気によるもの
（認知症、脳梗塞、胃切術後、呼吸不全などでたくさん
の量を食べる事ができない。薬の副作用など。）、機能的
なもの（入れ歯があわない。飲み込みにくい。むせやす
い。）、嗜好的なもの（家族と違う食事。味付けの好み。）
などいろいろとあります。年とともに食べる力が弱り、
ムセがある方は、 食べたくても誤嚥が怖くて食べられ
ない と悩んでおられるのではないでしょうか？
食物を飲み込む際、液体と固形物では飲み込み方が違
います。液体は間違って気管に入ったりする誤嚥の危険
性が高いため、 とろみ調整食品 を使用することで対
応できます。でんぷん（片栗粉）でとろみをつけたもの
は唾液でサラサラになってしまいますが、市販の増粘剤
はキサンタンガムを用いたものが多く、使用量も少量で
すみ、透明で味も変わりません。牛乳など蛋白質や脂肪
分の多い食品は、粘度が付きにくいので、専用のものを
使うとよいでしょう。特に注意しなければならないのは、
具の入った汁、煮物など、液体と固形物を一緒に食べる
時です。茶碗蒸しやスイカ、寒天ゼリーなどは食べてい
るうちに内側から水分が出てくるため（離水）、注意が
必要です。食品を固めるには、寒天ではなく、ゼリーや、
先ほどのとろみ調整食品のゼリーになるタイプの物を使
うとよいでしょう。最近では温かいままゼリー状を保て
るものもあり、温かいゼリーを作る事もできます。用途
に合わせてとろみ剤を使い分けると、食事を安全に楽し
むことができます。
また、全体的に食べる量が減ってしまった方には、栄
養補助食品を普段の食事にプラスするとよいでしょう。
飲むタイプであれば、保険適用のもの（ラコール・エン
シュア）なら処方で、味がいろいろある食品の物なら近
くの薬局で手に入れることができます。いずれも

前後の栄養がとれ、蛋白質やビタミン類など
がバランス良く入っています。ゼリータイプのものもあ
り、食品としていろいろな種類のものが販売されていま
す。食事が一度に少ししか食べられない方はこれらを食
間に飲んだり食べたりすると良いでしょう。
食べられない を歳のせいとあきらめず、時々、食

べ方や量を振り返ってみましょう。
栄養補助食品の種類や使い方についての相談をお受け
しております。担当医にご相談ください。

食べられなくなった時のおたすけ食品

県立安芸津病院 管理栄養士 渡邊 雅恵



秋の夜長…眠れていますか？？

エネルギー 、カルシウム 、食物繊維 、塩分

材 料 分量（ 人分）

ごぼう 中 本
人参 中 本
さやいんげん さや
炒りごま 大さじ
白味噌 小さじ
みりん 大さじ
出し汁 小さじ

れんこん 中 節
里芋 中 個

赤味噌 小さじ
酒 大さじ
砂糖 小さじ 弱

深まる秋とともに、旬の素材も味の深みを増して来ま
す。秋から冬にかけて旬を迎える野菜には体を温める効
果があります。特に根菜にはビタミンが多く含まれてお
り、風邪予防に効果的です。しかも根菜には食物繊維が
たっぷり。不溶性の食物繊維は便通をよくし、水溶性の
食物繊維は血糖値を
下げたり、余分なコ
レステロールの排泄
を促したりするとい
われています。根菜
とごま味噌を組み合
わせ、秋の実りをお
いしくいただきましょう。

作り方

ごぼう、れんこん、人参は乱切りにし、水にさらす。
里芋は少し大きめの乱切りにする。
の野菜を煮えにくいごぼうから順に入れてゆでる。

さやいんげんの筋を取り、さっとゆで、斜めに切っ
ておく。
の材料でごま味噌を作る。

ごまは香りよく炒り、すり鉢でよくすりつぶし、
調味料、出し汁を加え、さらによくすり合わせる。

ゆでた野菜を のごま味噌で和える。

ごまは香りよく炒り、すり鉢でよくすりつぶし、
調味料、出し汁を加え、さらによくすり合わせる。

煮物定番の野菜をごまの香りたっぷりの和え物に

根菜のごま味噌和え根菜のごま味噌和え

身体と脳の休息に欠かせない睡眠。しかし、日本人の
人に 人が不眠症で悩んでおり、特に働き盛りの年齢
からその割合が高くなってきます。

【不眠症ってどんなことをいうのでしょう？】
睡眠時間の長さに関係なく、目覚めたときにだるさや、
眠気があり、日常生活を送っていくうえで支障をきたし
てしまう程度によって判断されます。

【不眠症の原因】
身体の不調………咳やぜんそく、熱、かゆみなどの身

体的な理由。
環境の変化………暑さ、寒さ、騒音、明るさ、時差など。
精神的ストレス…悩み、イライラ、緊張、死別、独居

のストレスなど
心の病気…………うつ病、認知症など。
薬、アルコール…薬の副作用やアルコール、カフェイ

ンの摂取が原因です。

【不眠症の治療】
・眠れなくてしんどいのが永久に続くのではないと認識
しましょう。悩みすぎると逆に不眠になります。
・眠りやすい環境づくりをしましょう。

環境を見直す……………騒音や明るさ
温度調節、布団の硬さ

リラックスしましょう…音楽、読書、
ぬるま湯での入浴
ゆったりした服装など

睡眠薬や抗不安薬などの処方
必ずかかりつけ医に出して
もらいましょう。高齢者は少
量で効きやすく、体の中から
排出する力が弱いので注意が
必要です。

ポ
イ
ン
ト

小児救急医療相談電話（こども救急電話相談）をご存知ですか
夜間に子どもが急病になったときに、
・すぐに受診させたほうがよいか
・翌朝まで待ってもよいか
判断に迷いがちです。
そんな時には、まずはこちらで相談してください。 問保健衛生課問



社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
が
発
行
さ
れ
ま
す

年
末
調
整
・
確
定
申
告
ま
で

大
切
に
保
管
を

支
払
っ
た
保
険
料
全
額
が
所
得
控
除
の
対

象
で
す

国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
付
し
た
全
額
が

所
得
税
・
市
町
村
民
税
等
の
社
会
保
険
料
控

除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。（
そ
の
年
の

月

日
か
ら

月

日
ま
で
に
納
付
し
た
保
険

料（
納
付
見
込
み
を
含
む
）が
該
当
し
ま
す
。）

ま
た
、
過
去
に
滞
納
や
免
除
期
間
が
あ
る

方
も
、
年
末
ま
で
に
保
険
料
を
支
払
え
ば
、

所
得
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
手
続
き
で
国
民

年
金
保
険
料
を
社
会
保
険
料
控
除
と
し
て
申

告
す
る
場
合
は
、
今
年

年
間
に
納
付
し
た

国
民
年
金
保
険
料
を
証
明
す
る
書
類
の
添
付

等
が
必
要
で
す
。

社
会
保
険
料
控
除
証
明
書
を
毎
年

月
初

旬
に
送
付
し
ま
す

年
間
に
納
付
し
た
国
民
年
金
保
険
料
の

額
を
証
明
す
る

社
会
保
険
料
（
国
民
年
金

保
険
料
）
控
除
証
明
書

（
ハ
ガ
キ
）
が
、

日
本
年
金
機
構
か
ら
毎
年

月
初
旬
に
送
付

さ
れ
ま
す
。
大
切
に
保
管
し
て
お
い
て
く
だ

さ
い
。

証
明
内
容
は
本
年

月
か
ら

月

日
ま

で
に
納
付
さ
れ
た
国
民
年
金
保
険
料
額
と
、

年
内
の
納
付
見
込
額
で
す
。

年
の
途
中
か
ら
国
民
年
金
に
加
入
し
た
場

合
な
ど
、

月

日
以
降
に
今
年
初
め
て
保

険
料
を
納
付
す
る
方
に
つ
い
て
は
、
翌
年

月
初
旬
に
同
様
の
証
明
書
が
送
付
さ
れ
ま
す

の
で
、
平
成

年
中
に
国
民
年
金
の
保
険
料

を
納
付
し
た
方
全
員
に
こ
の
証
明
書
が
送
付

さ
れ
ま
す
。

扶
養
家
族
分
も
納
付
し
た
方
は

被
保
険
者
本
人
だ
け
で
は
な
く
、
ご
家
族

の
国
民
年
金
保
険
料
も
納
付
し
た
全
額
が
社

会
保
険
料
控
除
の
申
告
に
加
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
こ
の
場
合
は
、
申
告
の
時
に
ご
家

族
の
控
除
証
明
書
も
添
付
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

控
除
証
明
書
が
届
か
な
い
、
ま
た
は
紛
失

し
た
と
き
は

平
成

年
中
に
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付

し
て
い
る
の
に
控
除
証
明
書
が
届
か
な
い
、

ま
た
控
除
証
明
書
を
失
く
し
て
し
ま
っ
た
方

は
再
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
三
原
年

金
事
務
所
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

そ
の
際
に
は
、
本
人
確
認
（
基
礎
年
金
番

号
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
住
所
の
確
認
）
を

い
た
し
ま
す
。

年
金
受
給
者
の
み
な
さ
ん
へ

扶
養
親
族
等
申
告
書

は

期
限
ま
で
に
提
出
し
ま
し
ょ
う
！

老
齢
や
退
職
を
支
給
事
由
と
す
る
年
金
は
、

雑
所
得
と
し
て
所
得
税
の
課
税
対
象
と
さ
れ

て
い
ま
す
。（
障
害
年
金
・
遺
族
年
金
は
課

税
さ
れ
ま
せ
ん
。）

課
税
対
象
と
な
る
受
給
者
の
方
に
は
、
毎

年

月
上
旬
ま
で
に
日
本
年
金
機
構
か
ら
扶

養
親
族
等
申
告
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、

月

日
の
提

出
期
限
ま
で
に

必
ず
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

こ
の
申
告
に

よ
り
、
翌
年
中

に
受
け
ら
れ
る

年
金
に
か
か
る

所
得
税
の
源
泉

徴
収
税
額
が
決

ま
り
ま
す
。
も

し
、
提
出
を
忘

れ
る
と
各
種
控
除
が
受
け
ら
れ
ず
、
所
得
税

の
源
泉
徴
収
税
額
が
多
く
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

な
お
、
年
金
以
外
に
収
入
が
あ
る
方
は
確

定
申
告
が
必
要
で
す
。

問
三
原
年
金
事
務
所

大
崎
上
島
町
役
場

住
民
課

大
崎
支
所

木
江
支
所

全
国
一
斉

女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
強
化
週
間
で
す

法
務
局
・
地
方
法
務
局
お
よ
び
都
道
府
県

人
権
擁
護
委
員
連
合
会
は
、
男
女
差
別
や

な
ど
、
女
性
を
巡
る
様
々
な
人
権
問
題
を

積
極
的
に
把
握
し
、
問
題
解
決
の
た
め
に
援

助
す
る
専
用
電
話
相
談

女
性
の
人
権
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン

を
常
時
開
設
し
て
い
ま
す
。

月

日

か
ら

月

日

ま
で
を
全

問

国
一
斉
強
化
週
間
と
し
、
同
週
間
中
は
、
広

島
法
務
局
及
び
広
島
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

に
お
い
て
も
、
相
談
時
間
を
延
長
し
て
電
話

相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

相
談
時
間

月

日

か
ら

月

日

午
前

時

分
か
ら
午
後

時
ま
で

月

日

及
び

日

午
前

時
か
ら
午
後

時
ま
で

問
広
島
法
務
局
東
広
島
支
局

大
崎
上
島
町
役
場

住
民
課

登
記
相
談
所
・

人
権
相
談
所
開
設
し
ま
す

法
務
局
職
員
が
相
続
や
贈
与
な
ど
の
登
記

手
続
き
に
関
す
る
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

ま
た
、
同
時
に
人
権
擁
護
委
員
が
悩
み
事

等
の
相
談
も
お
受
け
し
ま
す
。
相
談
料
は
無

料
で
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日

時

月

日

場

所

東
野
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
相
談
担
当
者
】

登
記
相
談

東
広
島
法
務
局
職
員

人
権
相
談

大
崎
上
島
町
人
権
擁
護
委
員

問
広
島
法
務
局
東
広
島
支
局

大
崎
上
島
町
役
場

住
民
課

相
談
時
間

月

日

か
ら

月

日

午
前

時

分
か
ら
午
後

時
ま
で

月

日

及
び

日

午
前

時
か
ら
午
後

時
ま
で

日

時

月

日

場

所

東
野
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
相
談
担
当
者
】

登
記
相
談

東
広
島
法
務
局
職
員

人
権
相
談

大
崎
上
島
町
人
権
擁
護
委
員

問問

平成 年分 扶養親族等申告書 が
送付される方

年

齢

歳未満 年金額が 万円以上

歳以上 年金額が 万円以上

平成 年分 扶養親族等申告書 が
送付される方



麻
薬
・
覚
せ
い
剤
等
の
乱
用
を

根
絶
し
ま
し
ょ
う

今
月
は

麻
薬
・
覚
せ
い
剤
乱
用
防
止
運

動
月
間

で
す
。

麻
薬
や
覚
せ
い
剤
等
の
乱
用
は
、
乱
用
者

自
身
の
心
身
を
む
し
ば
む
ば
か
り
で
な
く
、

各
種
の
犯
罪
・
事
件
・
事
故
を
引
き
起
こ
し
、

社
会
に
も
大
き
な
不
安
を
与
え
て
い
ま
す
。

特
に
、
覚
せ
い
剤
の
乱
用
は
、
近
年
、
一

般
市
民
に
ま
で
拡
大
す
る
の
に
な
ら
ず
、
低

年
齢
化
傾
向
を
示
し
、
大
き
な
社
会
問
題
に

な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
最
近
で
は
、
青
少
年
の
間
で
麻
薬

や
錠
剤
型
麻
薬
で
あ
る

の
乱
用
が

拡
大
し
て
お
り
深
刻
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。

麻
薬
・
覚
せ
い
剤
等
の
乱
用
を
防
止
す
る

に
は
、
そ
の
乱
用
に
よ
る
恐
ろ
し
さ
を
正
し

く
認
識
し
て
、
県
民
一
人
ひ
と
り
が
不
正
な

薬
物
に

近
づ
か
な
い

・

近
づ
け
な
い

こ
と
が
何
よ
り
大
切
で

す
。み

ん
な
で
麻
薬
・
覚

せ
い
剤
等
の
乱
用
を
根

絶
し
ま
し
ょ
う
！

問
保
健
衛
生
課

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
・
小
児
用
肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種
に
つ
い
て

公
費
負
担
の
期
限
は
平
成

年

月

日

ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
以
後
の
接
種

は
自
己
負
担
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す

の
で
、
か
か
り
つ
け
医
師
と
相
談
し
、
計
画

問

的
に
接
種
が
行
え
る
よ
う
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を

考
え
ま
し
ょ
う
。
な
お
、
こ
の
予
防
接
種
は

保
護
者
が
ワ
ク
チ
ン
の
有
効
性
や
安
全
性
を

十
分
に
ご
理
解
の
上
希
望
さ
れ
る
方
に
の
み

接
種
し
て
い
た
だ
く
制
度
で
強
制
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

接
種
対
象
者

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン

生
後

か
月
児

歳
の
子

小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

生
後

か
月
児

歳
の
子

予
防
接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
で
、
接
種
券

を
お
持
ち
で
な
い
方
は
、
接
種
券
を
お
渡
し

し
ま
す
の
で
本
庁
住
民
課
・
大
崎
支
所
地
域

振
興
課
・
木
江
支
所
保
健
衛
生
課
に
、
印
鑑

を
持
っ
て
お
い
で
く
だ
さ
い
。

問
保
健
衛
生
課

平
成

年
度
第

回

特
定
健
康
診
査

の
ご
案
内

が
ん
検
診
も
同
時
に
実
施
し
ま
す

特
定
健
康
診
査
は
、
高
血
圧
や
糖
尿
病
な

ど
の
生
活
習
慣
病
に
深
く
か
か
わ
る
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム（
内
臓
脂
肪
症
候
群
）

の
予
防
と
改
善
を
目
的
と
す
る
健
診
で
す
。

大
崎
上
島
町
で
は
、

月
に
集
団
健
診
を

実
施
し
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
の

方
が
受
診
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
第

回
目
の
集
団
健
診
を
次
の
日
程
で
実
施
し

ま
す
。

接
種
対
象
者

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン

生
後

か
月
児

歳
の
子

小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

生
後

か
月
児

歳
の
子

問

日
時
・
場
所

月

日
大
崎
上
島
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

月

日

東
野
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

受
付
時
間

時

午
前

時

受
診
対
象
者

平
成

年

月

日
現
在
国
民
健
康
保
険

に
加
入
し
て
い
る
、
昭
和

年

月

日

以
前
に
生
ま
れ
た
方
で

受
診
日
当
日
ま

で
継
続
し
て
国
保
に
加
入
し
て
い
る
方
。

（

月
の
集
団
健
診
ま
た
は
個
別
に
医
療

機
関
で
受
診
さ
れ
た
方
は
、
今
回
は
対
象

と
な
り
ま
せ
ん
。）

被
用
者
保
険
の
家
族
の
方
も
受
診
で
き

ま
す
。

後
期
高
齢
者
健
診
も
実
施
し
ま
す
。

自
己
負
担
額

円
（
国
保
加
入
者
の
方
）

健
診
当
日
非
課
税
世
帯
確
認
書
を
受

付
に
提
出
す
れ
ば
無
料
で
す
。

被
者
用
保
険
の
家
族
の
方
は
、
保
険
者

に
よ
っ
て
負
担
額
が
違
い
ま
す
の
で
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

健
診
に
持
参
す
る
物

受
診
券
、
被
保
険
者
証
、
健
診
費
用
又
は

非
課
税
世
帯
確
認
書
、
前
年
の
健
診
結
果

心
電
図
と
眼
底
検
査
は
実
費
を
負
担

し
て
い
た
だ
け
ば
、
医
師
の
判
断
に
か

か
わ
ら
ず
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ

円
で
す
。
た
だ

し
、
健
診
を
受
け
た
方
に
限
り
ま
す
。

（
今
回
は
、
が
ん
検
診
と
同
時
に
実
施
し
ま

す
の
で
、

月
の
が
ん
検
診
を
受
け
て
い
な

い
方
も
ぜ
ひ
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く

は
、
広
報

月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

年
に
一
回
、
健
康
づ
く
り
の
た
め
に
特
定

健
診
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

問
保
健
衛
生
課

健
康
づ
く
り
講
習
会
開
催
し
ま
す

健
康
に
気
を
つ
け
て
い
ま
す
か
？

内

容

ミ
ニ
健
康
教
育
・
糖
尿
病
予
防

の
調
理
実
習
・
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
予
防
等

日

時

月

日

時

分

時

場

所

東
野
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対

象

歳
代

歳
代
の
男
女
で
、

特
に
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
予
防
に
関
心
の
あ
る
方

募
集
人
数

人

参
加
費

円（
食
材
料
一
部
負
担
）

申
込
先

月

日

ま
で
に
保
健
衛
生

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

健
康
増
進
法
に
基
づ
き
、
健
康
寿
命
の

延
伸
を
目
的
に
、
総
合
的
な
国
民
の
健

康
づ
く
り
運
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

こ
の
講
習
会
が
自
分
ら
し
い
生
活
の
実

現
に
欠
か
せ
な
い
健
康
と
毎
日
の
食
事

に
つ
い
て
考
え
、
実
践
へ
と
踏
み
出
す

き
っ
か
け
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

問
申
保
健
衛
生
課

問問
申



源
泉
所
得
税
の
年
末
調
整
説
明
会
の
開
催

平
成

年
分
の
年
末
調
整
の
や
り
方
及
び

法
定
調
書
の
提
出
方
法
等
に
つ
い
て
、
次
の

と
お
り
説
明
会
を
開
き
ま
す
。

な
お
、
説
明
会
で
は
、
年
末
調
整
の
し

か
た

及
び

給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票
等

の
法
定
調
書
の
作
成
と
提
出
の
手
引

な
ど

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
用
い
て
説
明
し
ま
す
の

で
、
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

日
時

月

日

時

時

分

場
所

東
野
文
化
セ
ン
タ
ー

階
大
ホ
ー
ル

問
竹
原
税
務
署

不
動
産
の
公
売
を
実
施
し
ま
す

税
務
課
で
は
町
税
な
ど
の
滞
納
に
対
し
、

広
島
県
税
滞
納
整
理
班
の
指
導
と
協
力
の
も

と
、
財
産
差
押
、
公
売
処
分
を
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
度
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
お
い

て
、
差
押
不
動
産
を
公
売
し
ま
す
。

滞
納
を
許
さ
な
い
大
崎
上
島
町
と
し
て
、

町
民
の
皆
様
の
納
期
を
守
り
納
付
を
心
が

け
て
い
る
と
い
う
、大
き
な
気
持
ち
は
、私

た
ち
徴
税
職
員
の
力
強
い
後
ろ
盾
と
な
っ
て

い
ま
す
。
今
後
と
も
納
税
等
へ
の
納
期
内
納

付
に
、ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

公
売
予
定
財
産

土
地
付
建
物
等

公
売
公
告
期
間

月

日

月

日

公
売
入
札
期
間

月

日

月

日

公
売
の
場
所

官
公
庁
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
上

問

入
札
の
参
加
に
は
、
公
売
公
告
期
間
中
に

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
、
事
前
の
参
加
申

込
と
保
証
金
の
納
付
が
必
要
で
す
。

公
売
物
件
、
日
程
等
の
詳
細
は
、
公
売
公

告
後
に
役
場
掲
示
板
ま
た
は
、
大
崎
上
島
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
か
ら

官
公
庁

オ
ー
ク
シ
ョ
ン

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
税
務
課

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医

療
制
度

保
険
税
・
保
険
料
の

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

の
保
険
税
・
保
険
料
は
、
加
入
者
が
病
気
や

ケ
ガ
を
し
た
時
、
医
療
費
の
支
払
い
に
充
て

る
た
め
の
大
切
な
財
源
で
す
。

保
険
税
・
保
険
料
に
未
納
が
あ
る
人
に
は
、

督
促
状
や
催
告
書
を
発
送
し
て
い
ま
す
。

な
お
、保
険
税
保
険
料
の
未
納
が
あ
る
場

合
に
は
、通
常
の
被
保
険
者
証
よ
り
も
有
効
期

限
の
短
い
短
期
被
保
険
者
証
を
発
行
し
ま
す
。

保
険
税
・
保
険
料
の
未
納
が
続
い
た
場
合

に
は
、
被
保
険
者
証
の
返
還
を
求
め
、
資
格

証
明
書
を
発
行
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
場
合
は
、病
院
な
ど
の
窓
口
で
、い
っ

た
ん
医
療
費
の
全
額
を
支
払
い
、
後
日
申
請

し
て
本
来
の
自
己
負
担
分
を
除
い
た
金
額
が

特
別
療
養
費
と
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

こ
の
他
、
保
険
税
・
保
険
料
に
未
納
が
あ

る
と
、
給
与
・
年
金
・
預
貯
金
な
ど
の
財
産

を
差
し
押
さ
え
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
保
険

税
・
保
険
料
は
、
納
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ

う
。

問

納
期
限
内
に
納
め
ら
れ
な
い
特
別
の
事
情

な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
本
庁
税
務
課
又
は

各
支
所
地
域
振
興
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
税
務
課

海
技
免
状
更
新
講
習
の
開
催

海
技
免
状
及
び
小
型
船
舶
操
縦
免
許
証
の

有
効
期
限
は

年
。
有
効
期
間
満
了
日
の

年
前
か
ら
更
新
期
間
に
入
り
ま
す
。

海
技
士
免
状
の
所
有
者
は

日
前
ま
で
に

予
約
が
必
要
で
す
。

小
型
船
舶
操
縦
士
で
、
有
効
期
限
を
過
ぎ

た
方
の
講
習
も
行
い
ま
す
。

講
習
日

月

日

時

分

（
受
付

時

分

）

場

所

木
江
公
民
館

持
参
す
る
も
の

海
技
免
状（
操
縦
免
許
証
）
記
載
事
項
に

変
更
の
あ
る
方
は
本
籍
記
載
の
住
民
票

通

ボ
ー
ル
ペ
ン

認
印

写
真

枚（

正
面
無
帽
無
背
景
）

海
技
士
の
方
は
写
真

枚（

）

料

金

小
型

円

（
小
型
失
効

円
）

大
型

円

送
料
別
途
必
要
（

円
）

問

中
国
船
舶
職
員
養
成
協
会

平
成

年
版
県
民
手
帳
農
業
日
誌

フ
ァ
ミ
リ
ー
日
誌
新
農
家
暦

県
内
各
地
の
行
事
、
主
な
公
的
機
関
の
名

簿
、
都
道
府
県
の
主
要
統
計
デ
ー
タ
、
仕
事

問問

や
暮
ら
し
に
役
立
つ
情
報

が
満
載
の
県
民
手
帳
に
、

楽
し
く
読
み
な
が
ら
日
々

を
つ
づ
る
農
業
日
誌
等
。

企
画
課
（
本
庁
）
及
び

各
支
所
地
域
振
興
課
に
て

お
求
め
い
た
だ
け
ま
す
。

県
民
手
帳

ポ
ケ
ッ
ト
版
…
…

冊

円

デ
ス
ク
版
…
…
…

冊

円

農
業
日
誌
…
…
…
…

冊

円

フ
ァ
ミ
リ
ー
日
誌
…

冊

円

新
農
家
暦
…
…
…
…

冊

円

問
企
画
課

第

回
景
観
づ
く
り
大
賞
募
集

景
観
づ
く
り
大
賞

と
は
、
瀬
戸
内
海

を
は
じ
め
と
す
る
美
し
い
自
然
景
観
、
田
園

や
落
ち
着
い
た
景
観
、
魅
力
あ
る
都
市
景
観

な
ど
、
優
れ
た
景
観
を
守
り
育
て
る
た
め
の

表
彰
制
度
で
す
。

募
集
要
項

広
島
に
い
つ
か

い
っ
て
み
た
い
、見
て
み
た
い

応
募
対
象

次
の
テ
ー
マ
ご
と
に
、
お
気
に

入
り
の
景
観
を
写
真
に
収
め
て

応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

テ
ー
マ

風
景
・
ま
ち
な
み

テ
ー
マ

建
築
物
・
工
作
物

応
募
期
間

平
成

年

月

日

ま
で

（
当
日
消
印
有
効
）

詳
し
い
募
集
要
項
は
、
役
場
本
庁
企
画

課
・
各
支
所
地
域
振
興
課
に
あ
り
ま
す
。

問
企
画
課

問問



年 月 日 年 月 日

月 日 曜 行 事 ・ 場 所 予防接種

土
和楽器オーケストラ あいおい コンサート

大崎上島文化センター ホール 神峰

火 上島コスモス 島外施設見学

水 登記相談所及び人権相談所 東野保健福祉センター

金 健康相談 東野保健福祉センター （受付）

水 断酒会 東野保健福祉センター

土 絵本読み語り
情報プラザ・エル
木江支所修養室

木

フッ素塗布 東野保健福祉センター （受付）

特定健診
がん検診

大崎上島開発総合センター
（受付）

（胃がん検診は午前のみです）

金 特定健診
がん検診

東野保健福祉センター
（受付）

（胃がん検診は午前のみです）

月 育児相談 大崎上島開発総合センター （受付）

火 暮らしの相談会 大崎上島開発総合センター

日 中村敦夫先生講演会 大崎上島文化センター ホール 神峰

月 日 曜 行 事 ・ 場 所 予防接種

竹
原
市
休
日
当
番
医

竹
原
市
休
日
当
番
医

耳
鼻
咽
喉
科
診
療
所

耳
鼻
咽
喉
科
診
療
所

月の診療日

日 ・ 日
受付時間
診療開始

休
日
当
番
医

休
日
当
番
医

内科 日曜・祝日

竹原市休日診療所

外科 日曜・祝日
・ ・

馬場病院
・ ・

安田病院

（注）事前にお電話を

月の納税・納期限は 月 日

国 民 健 康 保 険 税（第 期）
後 期 高 齢 者 医 療 保 険 料（第 期）
介 護 保 険 料（第 期）

納期限を必ず守りましょう
口座振替をご利用の方は、預金残高の確認をお願いしま
す。納期限までに納付確認できない場合は、督促状を
発送します。 問税務課（本庁）

月の納税・納期限は 月 日

問

【竹原税務署からのお知らせ】
竹原税務署では、相続、贈与・譲渡所得に関する
相談を実施しています。
月の相談日は、 月 日 です。相談には予約

が必要です。事前に電話でご予約ください。
予約申込・問い合わせ先
竹原税務署
相談予約は、音声ガイダンスに従い、
を押してください。

円山医院

田村医院

寺元医院



神
峰
俳
句
ク
ラ
ブ

孫
病や

み
て
母
独
り
占
め
菊
日
和

越
田
レ
イ
コ

仲
秋
や
薬
師
詣

や
く
し
も
う
で

の
鐘
響
く

平
原

千
歳

氏
子

う
じ
こ

み
な
老
い
た
り
鄙ひ

な

の
秋
祭

川

雅
子

南
風
俳
句
会

晩
秋

ば
ん
し
ゅ
う

の
襞ひ

だ

深
み
ゆ
く
神
の
島

芝
山

吉
宣

迫
門

せ

と

渡
る
漁ぎ

ょ

舟
し
ゅ
う

に
釣
瓶

つ
る
べ

落
し
か
な

戀
田

和
夫

木
も
草
も
深
き
眠
り
の
星
月
夜

横
本
三
四
郎

木
江
神
潮
俳
句
会

芒
野
を
駆
け
て
行
く
子
等
風
に
な
る

小
川

知
女

片か
た

時
雨

し
ぐ
れ

大
和
に
坐ざ

す
や
釈
迦
の
笑え

み

柳
本

昭
子

ほ
の
ぼ
の
と
山
を
染
め
ゆ
く
密
柑
照
り

小
池

華
子

み
ゆ
き
俳
句
ク
ラ
ブ

亡
き
夫
の
好
き
な
栗
飯
た
き
に
け
り

竹
元
マ
ツ
子

杖
忘
れ
後
帰
り
す
る
敬
老
日

高
橋
の
り
子

軒
先
の
雨
打
つ
音
や
秋
の
風

宮
城

靖
子

大
崎
荘
俳
句
ク
ラ
ブ

青
空
の
見
え
て
雨
降
る
花
野
か
な

倉
谷

守
子

コ
ス
モ
ス
や
鵯ひ

よ

の
高
音
に
揺
れ
に
け
り

神
本

文
江

芒す
す
き

揺
る
車
走
ら
す
森
の
中

上
利

雅
子

大
崎
美
浜
荘
俳
句
ク
ラ
ブ

姫
り
ん
ご
曾
孫

ひ
ま
ご

両
手
に
持
ち
切
れ
ず

小
林

直
枝

敬
老
日
娘
二
人
の
贈
り
物

加
島

雪
枝

鯔ぼ
ら

の
稚
魚
ジ
ャ
ン
プ
し
な
が
ら
泳
い
で
る

宮
本
ス
ミ
エ

東
野
公
民
館
俳
句
会

名
月
の
船
軽
や
か
に
す
す
み
け
り

上
杉

文
子

名
月
や
昼
の
ほ
て
り
の
石
に
座
す

河
下
キ
ク
ヱ

虫
の
音ね

の
寝
屋

ね

や

ま
で
届
く
旅
の
宿

杉
本

泰
子

平平成成

古谷
ふるたに

仁
ひとし

ちゃん（野賀区）古谷
ふるたに

仁
ひとし

ちゃん（野賀区） 菅
すが

杏璃
あんり

ちゃん（原下区）菅
すが

杏璃
あんり

ちゃん（原下区）

田原
たはら

健琉
たける

ちゃん（向山区）田原
たはら

健琉
たける

ちゃん（向山区）

編
集
後
記

秋
も
深
ま
り
、
朝
晩
の
冷
え
込

み
も
増
し
て
き
ま
し
た
。

月
は
日
本
で
は
、
霜
月
と
言

い
ま
す
が
、

霜
降
月

の
略
称

と
い
う
説
な
ど
諸
説
あ
り
ま
す
。

英
語
で
は

（
ノ
ー
ベ

ン
バ
ー
）
と
言
い
、
こ
れ
は
ラ
テ

ン
語
で

番
目
の
月

と
い
う

意
味
で
す
。
旧
ロ
ー
マ
帝
国
時
代

の
暦
が

月
か
ら
始
ま
っ
た
こ
と

に
由
来
し
て
お
り
、

月
の
日
数

が
少
な
い
の
も
そ
の
名
残
り
と
か
。

正畑
しょうばたけ

空
そら

ちゃん（片浜区）正畑
しょうばたけ

空
そら

ちゃん（片浜区） 坂手
さかて

弥
わたる

ちゃん（脇之浦区）坂手
さかて

弥
わたる

ちゃん（脇之浦区）

発行日 年 月 日
発行・編集 大崎上島町企画課

広島県豊田郡大崎上島町東野

アドレス

集
ま
れ

わ
ん
ぱ
く
ち
ゃ
ん

月
に

歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る
、
町
内
に
お
住
ま
い
の
お
子
さ
ん
の
写

真
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
宛
先
は
、
企
画
課
ま
た
は
、
各
支
所
地
域
振
興
課
。

氏
名
（
ふ
り
が
な
）
・
生
年
月
日
・
住
所
（
地
区
名
）
・
保
護
者
名
・
電
話

番
号
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。
期
限
は
、

月

日

。

＠

企
画
課


